






















西田は晩年、西谷啓治に宛てた書簡（1943 年月 19 日）の中で次のように述べている。
背後に禅的なるものと云はれるのは全くさうであります 私は固より禅を知るものではないが元来人は禅とい
ふものを全く誤解して居るので 禅といふものは真に現実把握を生命とするものではないかとおもひます 私


















































































































































































































































































































































































































































Die Menschwerdung Gottes. In der Christuserscheinung. Und welch eine Menschwerdung ! Bis zum Tode am


































































































17 括弧内、訳は筆者。Heinrich Scholz, Eros und Caritas: Die platonische Liebe und Die Liebe im Sinne Des Christentums. Halle :
Mac Niemeyer Verlag, 1929, S. 49. H. ショルツ（1884-1956）は 1920 年代から 30 年代にかけてのバルトの対論相手、共同研
究者となった宗教哲学者であり、ドイツで最初の数理哲学の教授にもなった人物である。1932 年に執筆された「私と汝」に
おいてこの『エロスとカリタス』（1929 年）が引用されていることを鑑みても、西田のキリスト教への関心の高さが見てと
れる。
18 西田は「我々の底から我々を限定する絶対の他と考へられるものは、歴史的限定の意義を有つたものでなければならない。
神は歴史の底に自己自身を啓示するのである」（6-426）と語っているが、神が歴史を通じて自らを啓示することそれ自体を
「アガペ」と理解している。
84 ワークショップ「西田幾多郎の宗教哲学 キリスト教と仏教の立場から」
